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　山形との県境にある丁岳（１，１４５.６ｍ）
の山開きと記念登山が６月１日行われ、
市内外から集まった参加者３７名が神事
の後、早速、山頂目指して出発しまし
た。丁岳の登山道は急な上り坂が続く
険しい山道。参加者は、このところの

雨でぬかるんだ道や、所々に残る雪渓
の中を、一歩一歩踏みしめながら登り
ました。また、道の傍らにはショウジ
ョバカマなどの高山植物がかれんな花
を咲かせているところもあり、参加者
の目を楽しませていました。 

　鳥海地域で毎年恒例の鳥海新緑まつり
が６月４日、鳥海健康広場で開催され、
約５，０００人の市民が多彩なイベントを楽
しみました。 
　勇壮な太鼓演奏で始まったまつりでは、
地元の舞踊会の踊りや大声絶叫大会、百
宅そば早喰い大会など多彩な内容に市民

も積極的に参加。午後からは、ものまね
ショーやジャグリングなどのパフォーマ
ンスを混えた楽しいバラエティーショー、
鳥海出身の藤かおりさんによる歌謡ショ
ーなども行われ、会場は終日、大にぎわい
となっていました。 

鳥
海
山
を
は
じ
め
、
丁
岳
、
八
塩
山
な
ど 

各
地
の
山
開
き
が
次
々
に
行
わ
れ
、 

登
山
家
待
望
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
し
た
。 

さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
や
珍
し
い
高
山
植
物
、
雄
大
な
景
色
な
ど 

山
の
魅
力
を
楽
し
む
絶
好
の
季
節
で
す
。 

ひのとだけ 

高山植物の宝庫 高山植物の宝庫 

　新緑の八塩登山が５月２８日に行われ、参加者２０人余り
が登山を楽しみました。八塩山は標高７１３ｍで、子ども
も登頂できる小高い山。ブナ林やワラビが生い茂るルー
トで青葉の香りに触れながら、参加者らは心地よい山登
りを楽しんでいました。 

2006鳥海「新緑まつり」 
一心不乱にそばをかきこむ参加者 

地元出身の藤かおり歌謡ショー 

会場を沸かせたジャグリング 

　ブナの若葉がさわやかに映える鳥海山 
麓。５月26日、西目公民館が主催した『新 
緑満喫ウオーキング』には、25人の市民 
が参加し、残雪と新緑のコントラストが 
鮮やかな約11　のコースをウオーキング 
して心地よい汗を流しました。 

ろく 

km
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六
月
一
日
、
鶴
舞
会
館
内
に
待
望
の

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

急
用
が
で
き
た
り
し
て
、
ち
ょ
っ
と
子
ど

も
を
預
け
た
い
時
、
上
の
子
を
保
育
園
ま

で
迎
え
に
行
っ
て
ほ
し
い
な
ど
、
お
母
さ

ん
一
人
の
力
だ
け
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
場
合
に
、
地
域
で
子
育
て
を
手
助
け
す

る
会
員
相
互
の
援
助
活
動
の
場
と
し
て
市

が
設
置
し
ま
し
た
。 

　
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、
子
ど
も
を
預
け

た
い
保
護
者
（
利
用
会
員
）
と
、
子
ど
も
の

世
話
を
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
協
力

会
員
）
が
そ
れ
ぞ
れ
前
も
っ
て
登
録
し
た

後
、
セ
ン
タ
ー
常
駐
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

仲
介
に
よ
り
、
一
時
間
あ
た
り
四
百
円

（
謝
礼
）
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
。
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、

親
同
士
が
親
密
に
な
ら
な
い
と
な
か
な
か

頼
め
な
い
よ
う
な
部
分
を
地
域
の
つ
な
が

り
で
補
い
、
子
育
て
環
境
の
総
合
的
な
向

上
を
図
る
一
環
と
し
て
新
た
に
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
運
営
は
市
の
委
託
を
受
け
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
阿
部
敦
子
さ
ん
は
、

「
用
事
の
時
だ
け
で
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し

た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
気
分
転
換
し
た
い
場

合
に
も
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

会
館
の
中
の
託
児
室
も
見
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
ま

ず
は
お
早
め
に
手
続
き
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
利
用
を
広
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

○
援
助
活
動
の
主
な
内
容 

　
保
護
者
が
急
用
や
急
病
、
買
い
物
や
文

化
活
動
な
ど
の
た
め
、
子
ど
も
の
世
話
が

で
き
な
い
時
の
一
時
的
な
預
か
り
。
保
育

園
、
幼
稚
園
、
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
送

迎
や
通
園
前
後
の
一
時
的
な
預
か
り
。
軽

度
の
病
気
や
回
復
期
で
保
育
施
設
を
利
用

で
き
な
い
場
合
の
一
時
的
な
預
か
り
な
ど
。 

○
援
助
活
動
の
場
所 

　
原
則
と
し
て
協
力
会
員
の
お
宅
。
お
互

い
の
同
意
に
基
づ
き
、
利
用
会
員
宅
や
セ

ン
タ
ー
の
託
児
室
な
ど
。 

○
援
助
活
動
の
時
間 

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
。
た
だ

し
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

宿
泊
を
伴
う
預
か
り
は
行
い
ま
せ
ん
。 

○
セ
ン
タ
ー
休
館
日 

　
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始 

　（
※
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
で
き
ま
す
） 

○
セ
ン
タ
ー
利
用
の
流
れ 

①
利
用
会
員
が
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
む 

②
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
協
力
会
員
を
紹
介 

③
利
用
会
員
と
協
力
会
員
が
事
前
に
打
ち

　
合
わ
せ
る 

④
協
力
会
員
が
依
頼
さ
れ
た
内
容
に
沿
っ

　
て
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
う 

⑤
終
了
後
に
報
告
書
を
作
成
。
利
用
会
員
が

　
謝
礼
と
食
事
代
な
ど
の
実
費
を
支
払
う 

⑥
協
力
会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
に
活
動
報
告

　
書
を
提
出
す
る
　 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

　
由
利
本
荘
市
瓦
谷
地
１（
鶴
舞
会
館
内
）

　
　
　
―
３
６
３
７
　
　
　
―
４
４
７
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急
用
の
ほ
か
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

待
望
の
オ
ー
プ
ン 
！ ！ 

地域のつながりで「子育て」をバックアップ

２４ 
1

２４ 
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「
ゆ
り
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

国
道
７
号
な
ど
、
本
市
と
に
か
ほ
市
の
主

要
幹
線
道
路
沿
い
で
枯
れ
松
七
百
五
十
立

方
㍍
の
伐
採
や
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
二
十
二

万
本
の
植
樹
、
そ
の
後
の
下
刈
り
や
防
除

な
ど
の
育
林
を
行
い
、
美
し
い
松
林
の
景

観
と
海
岸
林
の
有
す
る
機
能
を
復
元
す
る

大
規
模
な
事
業
。
市
で
は
、
継
続
中
の
松

く
い
虫
対
策
事
業
に
上
乗
せ
し
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。 

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
「
創
造
に
よ
っ
て
文
化
・
産

業
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
社
是
の
も
と
、

国
内
外
で
環
境
保
護
に
資
す
る
活
動
な
ど

を
展
開
し
て
お
り
、
創
業
七
十
周
年
事
業

の
一
環
と
し
て
地
域
貢
献
を
図
る
と
と
も

に
、
人
的
・
資
金
的
援
助
に
基
づ
く
こ
の

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
の
秋

田
わ
か
杉
国
体
で
の
美
化
支
援
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
込
め
て
い
ま
す
。 

　
岩
　
常
務
は
「
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼

と
し
て
、
形
あ
る
も
の
を
残
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
由
利

本
荘
は
市
街
に
緑
が
映
え
、
と
て
も
好
き

な
ま
ち
で
す
」
と
期
待
を
寄
せ
、
柳
田
市

長
は
「
ク
ロ
マ
ツ
に
守
ら
れ
て
今
に
至
る

地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
松
枯
れ
は
悲
惨
な

状
況
で
す
が
、
世
界
に
羽
ば
た
く
Ｔ
Ｄ
Ｋ

と
松
の
生
長
す
る
姿
は
と
も
に
語
り
継
が

れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
育
林
に
も

力
を
入
れ
、
ご
厚
意
に
報
い
る
よ
う
努
め

ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
こ
の
た
び
の
多
大
な
篤
志
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原
動
力
と
し
、
美
し
く
豊

か
な
松
林
の
景
観
と
機
能
の
再
生
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

Ｔ
Ｄ
Ｋ
か
ら
市
に
一
億
二
千
万
円
の
資
金
援
助 

 

に
か
ほ
市
と
合
わ
せ
て
総
額
二
億
円
、 

「
ゆ
り
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
原
動
力
に 

創
業
七
十
周
年
の
一
環
で 

枯
れ
木
伐
採
と
植
林
、
育
林 

「ゆり海岸林再生プロジェクト」の概要 
区　　　分 

枯れ松処理 （平成　～　） １８ １９ 

植　　　樹 （平成　～　） １８ １９ 

保　　　育 

ＴＤＫ 

４４ ha

２２０ ha

２００,０００ 千円 

７５０ ｍ 3

２８ ha

１４０ ha

１２０,０００ 千円 

７００ ｍ 3

１６ ha

８０ ha

８０,０００ 千円 

５０ ｍ 3

支援金 

（平成　～） １９ 

全体計画 にかほ市 由利本荘市 

目録を手渡す岩　常務（左） 
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と
、
登
下
校
が
三
つ
の
ケ
ー
ス
に
な
る
た

め
、
学
校
だ
け
の
力
で
す
べ
て
の
子
ど
も

を
見
守
る
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
学
校
で
は
由
利
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
協
力
を
要
請
し
、
昨
年
八
月
に

新
た
な
活
動
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
体
制

づ
く
り
に
携
わ
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
木
嶋
昭
雄

さ
ん
は
「
地
域
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

防
犯
協
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
退
職
公
務
員

の
方
た
ち
の
ほ
か
、
個
人
か
ら
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
た
だ
き

活
動
を
開
始
で
き
た
。
ま
だ
会
員
数
は
十

分
で
は
な
い
が
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

見
守
り
、
育
て
る
意
識
の
高
揚
に
つ
な
げ

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
由
利
小
学
校
の
畠
山
修
教
頭
は

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
に
学
校
の
行
事
や

下
校
時
間
表
を
送
り
、
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
駅
舎
で
待
っ
て
い
て
子
ど
も

に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
会
員
や
、
警
察
も

頻
繁
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
、
と
て
も

心
強
い
」
と
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
に
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。

空き時間を子どものために

畠山貞子さん（６３歳　黒沢）
　私の子どものころは道草をしな
がら下校したものだが、今は随分
変わった。午前中で畑仕事を終え
るので、午後の空き時間を地域の
子どもたちのために役立てたいと、
ボランティアに登録し活動している。

行政だけに任せるのではなく

鈴木貞一さん（６９歳　西目町潟端）
　子どもたちは私たちの町内を通
学している。町内でジャンパーを
用意して老人クラブ会員に通学路
に立ってもらうなど、行政だけに
任せることなく、町内でできるこ
とを進めていきたい。

上：「安全マップ」
　　を見る西目中の
　　生徒たち

中：シーガルで開催
　　された連絡会議

下：子ども１１０番車
　　を示すマグネッ
　　トステッカー

な
ど
、
犯
罪
者
が
立
ち
入
り
に
く
い
環

境
づ
く
り
と
、
子
ど
も
を
巻
き
込
む
事

件
の
抑
止
力
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
話
し
合

い
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
は
「
老
人
を

敬
う
地
域
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
今
度

は
子
ど
も
た
ち
に
お
返
し
し
た
い
」
と

話
し
、
児
童
の
下
校
時
刻
に
合
わ
せ
て

通
学
路
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録

　

平
成
十
六
年
に
三
つ
の
小
学
校
が
統

合
し
、
現
在
約
三
百
人
の
児
童
が
通
う

由
利
小
学
校
で
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
た
ち
を
見
守
る
運
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

お
ば
こ
号
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
徒
歩

由　

利　

地　

域

通
学
路
の
「
安
全
マ
ッ
プ
」
を
作
成

                

　

交
通
量
の
多
い
国
道
７
号
か
ら
海
岸

線
沿
い
や
平
野
部
に
延
び
る
道
路
が
通

学
路
に
な
っ
て
い
る
西
目
地
域
。
国
道

か
ら
進
入
す
る
車
両
も
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
地
域
で
は
通
学
路
を
中
心
に
し

た
安
全
確
保
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

西
目
中
学
校
や
小
学
校
で
は
通
学
路

の
安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
。
ま
た
、
民
生

児
童
委
員
な
ど
も
毎
年
通
学
路
の
安
全

点
検
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
学
校
で

は
地
域
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、『
子
ど

も
一
一
〇
番
車
〜
巡
回
指
導
中
〜
』
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、

学
校
教
職
員
の
車
や
公
用
車
に
張
っ
て

通
学
路
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
元
土
地
改
良
区
の
協
力
で

ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
っ
た
車
両
を
増
や
す

西　

目　

地　

域
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西
目
公
民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」
で
開
催
さ

れ
た
連
絡
会
議
に
は
、
市
内
三
十
二
の
小

学
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
由
利
本
荘
警
察
署
や
防
犯
関
係
団
体

な
ど
約
百
五
十
人
が
出
席
。初
め
に
、佐
々

田
教
育
長
が
「
地
域
か
ら
不
幸
な
事
件
や

事
故
を
発
生
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
学
校
、

地
域
な
ど
が
連
携
、
協
力
し
合
い
、
地
域

の
総
力
を
挙
げ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
と
、
素
晴
ら
し
い
環
境
づ
く
り
を
目

指
そ
う
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
由
利
本
荘
警
察
署
か
ら
、
問

題
と
な
っ
て
い
る
不
審
者
か
ら
の
声
か
け

事
件
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
子
ど
も
が
外
出

す
る
時
の
行
き
先
や
帰
宅
時
間
の
確
認
、

一
人
に
な
ら
な
い
こ
と
、「
子
ど
も
一
一

〇
番
の
家
」
の
確
認
な
ど
、
事
件
や
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
注
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
説
明
。
そ
の
後
、
教
育

委
員
会
か
ら
「
地
域
・
学
校
・
み
ん
な
の

手
・
目
・
気
配
り
で
」
と
五
つ
の
提
案
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
先
駆
的
に
子
ど
も
の
安
全
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の
代
表
か
ら

活
動
事
例
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
意
見
交
換

を
行
い
、
金
融
機
関
、
宅
配
業
者
な
ど
を

訪
問
し
て
協
力
を
要
請
し
、
子
ど
も
を
見

守
る
目
を
増
や
し
て
、
地
域
の
防
犯
機
能

の
強
化
に
努
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

下
校
途
中
の
小
学
生
が
犠
牲
に
な
る
、
痛
ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

下
校
途
中
の
小
学
生
が
犠
牲
に
な
る
、
痛
ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
末
に
広
島
、
栃
木
両
県
で
連
続
し
て
小
学
生
女
子
児
童
が
殺
害
さ
れ
る

昨
年
末
に
広
島
、
栃
木
両
県
で
連
続
し
て
小
学
生
女
子
児
童
が
殺
害
さ
れ
る

事
件
が
発
生
し
た
の
に
続
き
、
先
月
は
県
内
で
、
二
人
の
小
学
生
が
犠
牲
と

事
件
が
発
生
し
た
の
に
続
き
、
先
月
は
県
内
で
、
二
人
の
小
学
生
が
犠
牲
と

な
る
事
故
・
事
件
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
る
事
故
・
事
件
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
昨
年
十
二
月
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
関

　

市
教
育
委
員
会
で
は
昨
年
十
二
月
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
関

係
者
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

係
者
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
下
校
途
中
の
一
瞬
の
す
き
を
狙
っ
た
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
こ

ま
し
た
が
、
下
校
途
中
の
一
瞬
の
す
き
を
狙
っ
た
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
五
月
二
十
四
日
、
緊
急
に
「
子
ど
も
の
安
全
確
保
を
目
指
す
関
係
者

と
か
ら
五
月
二
十
四
日
、
緊
急
に
「
子
ど
も
の
安
全
確
保
を
目
指
す
関
係
者

連
絡
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

連
絡
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
登
下
校
時
の
安
全
巡
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
が
報
告
さ

　

会
議
で
は
、
登
下
校
時
の
安
全
巡
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
ほ
か
、「
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
地
域
が
で
き
る
こ
と
は
何

れ
た
ほ
か
、「
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
地
域
が
で
き
る
こ
と
は
何

か
」
を
再
度
点
検
し
な
が
ら
、
活
動
の
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

か
」
を
再
度
点
検
し
な
が
ら
、
活
動
の
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

確
認
し
ま
し
た
。

ボランティアに見守られながら下校する由利小の児童
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害
や
渇
水
の
不
安
を
解
消
し
、
豊

　
　
　
か
な
自
然
環
境
や
景
観
を
生
か
し

た
水
辺
環
境
の
整
備
な
ど
、
さ
ら
な
る
子

吉
川
と
の
共
存
共
栄
を
図
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
「
多
目
的
ダ
ム
」
建
設
を
関
係

機
関
に
働
き
か
け
よ
う
と
、
「
鳥
海
ダ
ム

の
建
設
を
促
進
す
る
市
民
の
会
」
の
設
立

総
会
が
五
月
三
十
日
、
関
係
団
体
の
出
席

の
も
と
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
設
立
総
会
で
は
、
初
め
に
、
鳥
海
ダ
ム

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
会
長
の
柳
田
市
長

が
「
鳥
海
ダ
ム
を
整
備
計
画
に
位
置
づ
け

た
の
は
国
の
姿
勢
の
表
れ
。
地
元
の
熱
意

を
示
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
総
会

設
立
を
機
に
、
市
民
、
地
域
の
た
め
、
建

設
促
進
に
向
け
大
き
な
う
ね
り
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
発
起
人
を

代
表
し
て
、
市
土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会

の
佐
々
木
紘
一
会
長
も
「
運
動
に
は
市
民

の
力
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
渇
水

期
の
水
不
足
に
よ
る
塩
水
　
上
の
た
め
稲

に
水
を
や
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

子
吉
川
の
水
量
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た

め
に
は
ダ
ム
が
必
要
。
一
丸
と
な
っ
て
鳥

海
ダ
ム
の
建
設
を
促
進
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
同
会
の
規
約
を
決
定
し
、
会
長

に
は
、
市
土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会
の�

佐
々
木
会
長
を
、
副
会
長
に
市
商
工
会
の

村
岡
淑
郎
会
長
と
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協

同
組
合
の
阿
部
和
雄
代
表
理
事
組
合
長
を
、

監
事
に
は
子
吉
川
水
系
漁
業
協
同
組
合
の

添
田
重
一
代
表
理
事
組
合
長
と
西
滝
沢
子

ど
も
水
辺
協
議
会
の
伊
藤
正
弘
会
長
を
そ

れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。�

　
同
会
は
、
子
吉
川
ボ
ー
ト
連
盟
な
ど
子�

吉
川
に
関
係
し
た
団
体
や
商
工
会
、
漁
協
、

農
協
、
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
な

ど
二
十
以
上
の
団
体
で
組
織
。
鳥

海
ダ
ム
の
建
設
促
進
に
関
す
る
要

望
活
動
や
情
報
収
集
・
提
供
な
ど

を
事
業
内
容
と
し
、
当
面
の
活
動

と
し
て
、
六
月
中
に
鳥
海
ダ
ム
の
早
期
建

設
着
手
に
つ
い
て
、
市
や
市
議
会
へ
要
望

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

　
鳥
海
ダ
ム
は
、
流
域
面
積
約
八
十
四
平�

方
㌔
㍍
、
総
貯
水
容
量
約
四
千
四
百
万
立�

方
㍍
（
東
京
ド
ー
ム
約
三
十
六
杯
分
）
の

計
画
で
、
建
設
予
定
地
を
鳥
海
百
宅
地
区

と
し
て
い
る
国
の
事
業
。
着
工
の
前
提
と

な
る
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
が
策

定
し
た
「
子
吉
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」

に
そ
の
建
設
が
明
記
さ
れ
、
今
年
四
月
に

は
鳥
海
百
宅
の
防
雪
セ
ン
タ
ー
に
「
鳥
海

ダ
ム
生
活
再
建
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
る

な
ど
、
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
ん

で
お
り
、
同
市
民
の
会
の
設
立
で
さ
ら
に

そ
の
建
設
促
進
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

設立総会の様子� 鳥海ダム完成イメージ�

　
「
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
《
子
吉
川

の
整
備
計
画
と
鳥
海
ダ
ム
》
」�

▽
と
き
…
六
月
二
十
九
日（
木
）午
後
六
時�

〜
七
時
三
十
分�

▽
と
こ
ろ
…
ポ
ン
パ
ル
（
大
沢
川
排
水
機�

場
）
二
階
会
議
室�

▽
定
員
な
ど
…
五
十
人
程
度
、
無
料�

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
鳥
海
ダ�

ム
調
査
事
務
所
総
務
課（
　
　
―
５
１
２
０
）

◆
「
公
開
講
座
」
と
は
？�

　
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
鳥
海

ダ
ム
の
目
的
や
効
果
を
職
員
が
分
か
り
や

す
く
ご
紹
介
し
、
併
せ
て
ご
意
見
な
ど
を

伺
う
も
の
で
す
。
公
開
講
座
は
、
今
後
も

別
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
各
団
体
な
ど
の
希
望
に
応
じ
て�

「
出
前
講
座
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。
各
種�

会
合
の
前
後
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お�

早
め
に
当
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

２３�

◆公開講座日程�

※時間はいずれも午後６時～７時３０分。�

期　日� 地域� 施  設  名�

そ
じ
ょ
う�
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総
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
活
動
報
告

並
び
に
収
支
決
算
、
平
成
十
八
年
度
活
動

計
画
案
並
び
に
収
支
決
算
案
が
承
認
さ
れ
、

ま
た
、「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」「
暴
力
団

を
利
用
し
な
い
」「
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な

い
」
の
「
暴
力
団
壊
滅
三
な
い
運
動
」
を

強
力
に
実
践
し
て
い
く
「
暴
力
団
追
放
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
講
話
の
中
で
、
由

利
本
荘
警
察
署
刑
事
課
知
能
犯
・
組
織
犯

罪
係
長
の
田
口
氏
は
、
架
空
請
求
や
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
、
暴
力
団
の
手
口
や
実
態

を
紹
介
し
な
が
ら
「
市
内
に
暴
力
団
事
務

所
が
で
き
て
も
お
か
し
く
な
い
現
状
で
あ

る
が
、
暴
力
団
は
存
在
自
体
が
許
さ
れ
な

い
社
会
悪
で
あ
り
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
た
め
皆
さ
ん
の
協
力
を
願
い
た
い
」
と
、

住
み
よ
い
社
会
の
た
め
、
地
域
全
体
の
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

市
暴
力
追
放
推
進
協
議
会
総
会
が
五
月

三
十
一
日
、
市
役
所
正
庁
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
反
社
会
的
集
団
で
あ

る
暴
力
団
の
存
在
を
否
定
し
、
暴
力
団
を

壊
滅
す
る
た
め
、
地
域
社
会
全
体
で
一
致

団
結
し
て
市
民
総
ぐ
る
み
の
暴
力
団
排
除

運
動
を
推
し
進
め
、「
安
全
・
安
心
の
街

づ
く
り
」
に
ま
い
進
し
よ
う
と
組
織
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

柳
田
市
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
暴

力
団
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
介
入
し
て
く

る
が
、
暴
力
団
追
放
の
た
め
市
民
の
意
識

啓
発
な
ど
、
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

明るく住みよい地域社会づくりを
進めるために開かれた協議会　　

「暴力団を壊滅するには、地域の皆
　さんの協力が必要」と話す田口氏

　

関
東
に
お
住
ま
い
の
東
由
利
地
域
出
身

者
の
皆
さ
ん
で
構
成
す
る
「
東
京
東
由
利

会
」（
佐
藤
幸
生
会
長
・
会
員
二
百
八
十

人
）
の
第
四
十
四
回
定
例
総
会
が
五
月
二

十
一
日
、
都
内
の
北
区
赤
羽
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
総
会
に
は
会
員
七
十
七
人
を
含

む
、
お
よ
そ
九
十
人
が
出
席
。
佐
藤
会
長

が
「
お
忙
し
い
中
、
大
勢
ご
参
会
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は

ふ
る
さ
と
な
ま
り
で
大
い
に
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
市
か
ら

出
席
し
た
鷹
照
助
役
が
市
政
報
告
を
交
え
、

「
総
会
の
開
催
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
ふ
る
さ
と
へ
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た

日
帰
り
ツ
ア
ー
や
由
利
本
荘
ふ
る
さ
と
会

連
絡
協
議
会
の
報
告
が
な
さ
れ
、
新
年
度

の
事
業
計
画
と
予
算
な
ど
を
原
案
ど
お
り

承
認
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
日
本
民
謡
の

数
々
が
披
露
さ
れ
た
後
、
懇
親
会
で
は
思

い
思
い
に
ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
み
な
が
ら

和
や
か
に
懇
談
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
先
に
日
本
国
際
賞
を
受
賞
さ

れ
た
遠
藤
章
博
士
も
数
年
ぶ
り
に
出
席
さ

れ
、
会
員
の
方
々
か
ら
の
祝
福
を
受
け
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
東
由
利

か
ら
直
送
さ
れ
た
ワ
ラ
ビ
の
味
に
郷
土
の

風
景
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

遠藤博士も加わり、ふるさと談義�■東京東由利会総会に90人出席�
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由利本荘看護学校

ナースキャップをかぶせてもらう生徒たち

い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
秋

田
わ
か
杉
国
体
で
は
学
校
前
の
矢
島
多
目

的
運
動
場
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
と
な
り

ま
す
が
、
今
年
は
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
行

わ
れ
る
た
め
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
た

ち
に
地
域
の
歓
迎
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

と
、
特
に
心
を
込
め
て
植
え
付
け
し
て
い

ま
し
た
。

　

西
目
小
学
校
（
佐
藤
芳
和
校
長
）
の
三

年
生
が
六
月
二
日
、
豊
か
な
体
験
活
動
と

し
て
高
校
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
花

の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
秋
に
開
催
さ
れ
る
秋
田

わ
か
杉
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
際
に
、

地
域
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
、
西
目

高
校
と
の
連
携
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
こ
の
日
は
ゼ
リ
ー
容
器
に
土
を
入
れ
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
種
を
ま
く
作
業
を
実

施
。
高
校
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
、
十

分
に
水
分
を
含
ま
せ
た
土
に
種
を
ま
い
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
矢
島
中
学
校
（
今
野
瀧
子
校
長
）

で
も
六
月
五
日
、
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に

花
を
植
え
て
校
舎
に
彩
り
を
与
え
、
生
徒

た
ち
の
心
の
和
み
を
は
ぐ
く
も
う
と
「
花

　昨年開校した�由利本荘

医師会立由利本荘看護学校

（佐藤誠校長）で６月２日、

戴帽式が行われ、１期生３９

人が看護の道を歩む決意を

新たにしていました。

西目小児童と西目高生徒が花の種まきを実施

プランターに花を植える矢島中の生徒たち

西
目
小
・
西
目
高
・
矢
島
中

　秋田県子どもの集いが５月１３日、

県児童会館で開催され、本市の子ど

も会などがその活動内容を認められ

県知事表彰を受賞しました。

◆表彰者・団体

栄光賞　森子子ども会（由利支部）

優良賞　岩谷町五区子ども会、高尾

　　　　子ども会、新田・畑子ども

　　　　会（以上大内支部）

子ども会育成功労賞　加藤冨男さん

（五十土）

　卓球女子シングルスの部
　優勝の松田さん　

　賞状を手に優勝を喜ぶ
谷野本荘南中ソフトボール部主将　

　５月に開催された秋田県中学校春

季大会で、市内の中学生が優秀な成

績を収めました。成績は次のとおり

です。

●ソフトボール男子の部　優勝

　本荘南中学校男子ソフトボール部

●卓球女子シングルスの部　優勝

　松田亜由美さん（鳥海中）
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電車に興味津々の園児

　

全
国
水
道
週
間
に
ち
な
み
、
水
道
週
間

記
念
講
演
会
が
六
月
二
日
、
本
荘
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
に
は
市

民
な
ど
約
百
人
が
参
加
。�
秋
田
新
電
元

の
中
島
秀
元
代
表
取
締
役
社
長
が
「
産
業

の
米
『
水
と
半
導
体
』」
と
題
し
て
講
演
し
、

地
球
の
水
の
事
情
な
ど
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

「
米
と
同
じ
く
、
半
導
体
の
分
野
で
も
シ

リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
の
洗
浄
に
大
量
の
水
を

必
要
と
し
て
い
る
」
と
産
業
に
も
欠
か
せ

な
い
水
の
大
切
さ
を
述
べ
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
市
内
の
浄
水
場
を
紹
介
し
た
展
示

の
ほ
か
、
貯
水
池
や
河
川
を
水
源
と
す
る

水
、
湧
水
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
飲

み
比
べ
る
「
お
い
し
い
水
の
会
」
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
参
加
者
ら
は
水
の
大
切
さ

や
味
の
違
い
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

秋
田
淡
水
魚
研
究
会
（
杉
山
秀
樹
代

表
）
に
よ
る
「
秋
田
バ
ス
防
除
ウ
イ
ー
ク
」

に
合
わ
せ
五
月
二
十
一
日
、
浜
三
川
の
カ

レ
沼
で
刺
し
網
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

（
オ
オ
ク
チ
バ
ス
）
の
捕
獲
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
捕
獲
作
業
に
は
県
の
関
係
者
や
市

民
な
ど
十
人
が
参
加
。
約
五
十�
に
及
ぶ

大
物
な
ど
二
十
一
匹
を
捕
ま
え
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
小
魚
を
食
べ
る
な
ど

し
て
生
態
系
を
大
き
く
破
壊
す
る
た
め
、

外
来
生
物
法
の
規
制
対
象
で
あ
り
、
輸
入

や
飼
育
、
放
流
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
繁
殖

率
が
高
く
て
危
険
。
人
や
農
林
水
産
業
へ

の
被
害
も
心
配
さ
れ
る
。
入
れ
な
い
、
捨

て
な
い
、
拡
げ
な
い
を
徹
底
し
て
い
か
な

け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

春
の
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
六
月
四

日
、
矢
島
地
域
の
日
新
館
を
ス
タ
ー
ト
、

ゴ
ー
ル
地
点
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
旧
佐
藤
家

住
宅
、
鳥
海
山 
麓 
地
区
総
合
案
内
所
な
ど

ろ
く

矢
島
の
新
名
所
を
歩
い
て
巡
り
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
知
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
健

康
づ
く
り
に
も
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
毎

年
実
施
。
当
日
は
、
澄
み
渡
っ
た
好
天
に

も
恵
ま
れ
、
友
人
や
親
子
連
れ
な
ど
三
十

八
人
の
参
加
者
た
ち
は
、
二
十
カ
所
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
問
題
に
答
え
な
が

ら
、
約
六
・
五�
�
の
コ
ー
ス
を
マ
イ

ペ
ー
ス
で
歩
き
、
初
夏
の
青
空
の
下
、
す

が
す
が
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
荘
幼
稚
園
（
斎
藤
隆
子
園

長
）
の
電
車
遠
足
が
六
月
二
日
に

行
わ
れ
、
園
児
ら
が
電
車
の
旅
や

稚
魚
の
放
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
参

加
し
た
園
児
と
そ
の
保
護
者
九
十

六
人
は
、
普
段
あ
ま
り
乗
る
機
会

の
少
な
い
お
ば
こ
号
に
興
味
津
々
。

羽
後
本
荘
駅
か
ら
西
滝
沢
駅
ま
で

の
電
車
で
の
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
西
滝
沢
の
水
辺
プ
ラ
ザ
で

は
、
子
吉
川
水
系
漁
業
協
同
組
合

の
新
田
亨
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
、

イ
ワ
ナ
と
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
放
流
。

「
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て

ね
」
と
願
い
を
込
め
て
、
や
さ
し

く
子
吉
川
に
放
し
て
い
ま
し
た
。

家族や仲間同士での参加が多かったウオークラリー

ブラックバスを駆除する参加者

記念講演会で水の大切さを再認識する参加者



◆
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
工
事
計
画
は
？ 

　
今
年
度
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
工
事
は
、

岩
城
地
域
、
東
由
利
地
域
、
本
荘
地
域
の

松
ヶ
崎
、
北
内
越
、
石
沢
地
区
の
約
五
千

世
帯
を
対
象
に
整
備
を
進
め
ま
す
。
こ
の

あ
と
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
、
市
内
全
域

に
拡
大
を
図
り
ま
す
。 

◆
加
入
金
や
月
額
利
用
料
は
？ 

　
市
で
は
加
入
者
の
お
宅
へ
設
置
す
る
保

安
器
ま
で
の
引
き
込
み
線
工
事
と
緊
急
放

送
や
各
地
域
、
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ
が

直
接
受
信
で
き
る
音
声
告
知
端
末
受
信
機

を
無
償
で
設
置
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
安

器
か
ら
テ
レ
ビ
ま
で
接
続
す
る
宅
内
配
線

工
事
は
加
入
者
の
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
金
は

一
世
帯
三
万
円（
一
時
金
）、
月
額
利
用
料

は
一
千
三
百
円（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
は
別
途
）

で
下
表
の
再
送
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
生
活
保
護
世
帯
な
ど
、
市
条
例
に
基
づ

き
、
利
用
料
免
除
措
置
が
あ
り
ま
す
。 

◆
ど
ん
な
番
組
が
視
聴
で
き
ま
す
か
？ 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
市
議

会
中
継
や
地
域
の
話
題
を
お
知
ら
せ
す
る

自
主
制
作
番
組
の
ほ
か
、
求
人
情
報
や
市

内
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
の
文
字
放
送
を

行
い
ま
す
。
気
象
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

地
域
の
気
象
観
測
情
報
な
ど
二
十
四
時
間

視
聴
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
専
用
受
信
機（
Ｓ
Ｔ
Ｂ

…
加
入
者
負
担
）
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送
契
約
者
は
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
八
チ
ャ
ン
ネ
ル
す
べ
て
が
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
団
体
一
括
割
引
あ
り
） 

　
さ
ら
に
別
途
申
込
み
に
よ
り
通
信
衛
星

放
送
の
三
十
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
月
額
二
千

七
百
円
で
視
聴
で
き
る
ほ
か
、
お
好
み
に

よ
り
有
料
番
組
が
受
信
で
き
ま
す
。 

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
？ 

　
利
用
を
ご
希
望
の
加
入
者
宅
の
保
安
器

か
ら
ケ
ー
ブ
ル
モ
デ
ム
ま
で
の
工
事
は
市

で
行
い
ま
す
。
加
入
金
は
一
世
帯
二
万
円

（
一
時
金
）、
月
額
利
用
料
は
二
十
四
時
間

使
い
放
題
で
二
千
七
百
円
で
す
。 

　
通
信
速
度
は
六
　
　
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル

に
は
増
幅
器
を
使
用
す
る
の
で
安
定
し
た

速
度
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
楽
し
め
ま
す
。 

ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
は
… 

　
　
企
画
調
整
部
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　  

（
　
　
―
３
７
２
２
） 

情
報
局

情
報
局 

情
報
局

情
報
局 

情
報
局 
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﹇
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
﹈ 

Ｍｂ 
ｐｓ 

チャンネル 基　本　放　送 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
9
10 
11 
12

ショップチャンネル 
ＮＨＫ教育テレビ 
コミュニティチャンネル 
気象情報チャンネル 
ＡＡＢ秋田朝日放送 
放送大学 
ＡＫＴ秋田テレビ 
ＮＨＫ総合テレビ 
ヒストリーチャンネル 
ＡＢＳ秋田放送 
グリーンチャンネル 

　
六
月
九
日
〜
十
一
日
に
行
わ
れ
た

全
日
本
勤
労
者
弓
道
選
手
権
大
会
に

続
き
、
十
六
日
〜
十
八
日
に
は
東
北

高
等
学
校
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ

ー
シ
ン
グ
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。
本
市
と
に
か
ほ
市
で
実

施
さ
れ
る
、
こ
う
し
た
「
秋
田
わ
か

杉
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」
は
、
公

開
競
技
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
含
め
て

全
十
競
技
を
数
え
ま
す
。 

　
県
由
利
地
域
振
興
局
で
は
、
来
年

一
月
二
十
八
日
ま
で
続
く
、
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
誘
客
に
よ
る
盛
り
上
げ
を
図
ろ

う
と
、「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施

中
で
す
。 

　
こ
の
機
会
に
、
全
国
か
ら
集
ま
る

選
手
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
、
各
競
技

会
場
や
由
利
地
域
振
興
局
な
ど
に
置

か
れ
て
い
る
応
募
用
紙
に
ス
タ
ン
プ

を
押
し
て
、
秋
田
由
利
牛
や
国
体
グ

ッ
ズ
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト

し
て
く
だ
さ
い
。
三
個
（
三
競
技
）

以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
れ
ば
応
募

で
き
ま
す
。（
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
応
募
用
紙
で
も
参
加
で
き
ま
す
） 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
地
域
振
興

局
地
域
企
画
課
（
　
　
―
５
４
３
２
） 
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○図書館ボランティア講座を開催
　図書館の仕事に興味のある方を募集します。

▽とき…８月８日�　午後１時３０分～３時３０分

▽ところ…本荘図書館　児童閲覧室

▽内容…本の修理、カバーかけ、製本など

▽対象…中学生以上ならどなたでも

▽人数…先着２０人（定員になり次第、締め切り）

▽参加費…５００円（材料代）

▽問い合わせ先…本荘図書館（�２２－４９００）

◆図書案内
　◎本荘図書館　�２２－４９００
・レンタル・チルドレン　　　　山田　悠介
・嫁盗み　　　　　　　　　　　逢坂　　剛
・黒い太陽　　　　　　　　　　新堂　冬樹
・ももこの２１世紀日記　Ｎ’０５　　さくらももこ
・弥勒の月　　　　　　　　　あさのあつこ
・愚行録　　　　　　　　　　　貫井　徳郎
・大人の街歩きシリーズ（旅行ガイド）
　　　　　　　　　　　大人の街歩き編集部

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
・木もれ陽の街で　　　　　　　諸田　玲子
・町長選挙　　　　　　　　　　奥田　英朗
・犬のしっぽを撫でながら　　　小川　洋子
・錆びたブルー　　　　　　　　浅暮　三文
・異国の迷路　　　　　　　　　板東眞砂子
・道路の決着　　　　　　　　　猪瀬　直樹
・刑事の墓場　　　　　　　　　首藤　瓜於
・もしも、私があなただったら　白石　一文
・フライパンで自慢のおかず　　脇　　雅世
・石に言葉を教える　　　　　　柳田　邦男
・京おんなのおばんざい　　　　首藤　夏世
・ねこのせんちょう　マドレーヌ・フロイド
・あおい玉　あかい玉　しろい玉　太田　大八
・波の白馬　　　　　　　　　　阿部　夏丸
・汚れた翼（上・下）　　　　ジャン・バーク
・親から子へ伝えたい１７の詩
　　　　　　　　　ドロシー・ロー・ノルト
・結婚生活を長続きさせる１０の秘訣
　　　　　　　　　ジュディ・Ｃ・ピアソン
・やったね！へんてこライオン　　長　　新太
・ぴょーん（はじめてのぼうけん１）
　　　　　　　　　　　　まつおかたつひで
・どうぶつにふくをきせてはいけません
　　　　　　　　　　　　　ロン・バレット
・しろいみち　　　　　　　　　丸岡　慎一
・でてこいでてこい　　　　　はやしあきこ
・ひとりぼっちのスーパーヒーロー
　　　　　　　　マーティン・リーヴィット
・はたけしごとにとりかかろう
　　　　　　　　　　　　　ヒロエ・ナカタ

　◎由利図書館　�５３－２１２１
・人は「話し方」で９割変わる　　福田　　健
・千円札は拾うな　　　　　　　安田　佳生
・基礎からはじめるコインマジック
　　　　　　　　　　　　　　　二川　滋夫
・キミとつながる歌　　　　　　根本　　浩
・知りたい！ケアマネージャー　鈴木由美子
・善人は、なぜまわりの人を不幸にするのか
　　　　　　　　　　　　　　　曽野　綾子
・黒い太陽　　　　　　　　　　新堂　冬樹
・生まれてくれて、ありがとう
　　　　　　　「いのちの物語」プロジェクト
・社長、命　　　　　　　　　　金宇　満司
・少しは、恩返しできたかな　　北原美貴子

　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
種
目
と
し
て
第
一
回
ア
テ
ネ
大
会
か
ら

実
施
さ
れ
、
そ
の
参
加
国
数
は
陸
上
競
技

に
つ
い
で
多
く
、
世
界
的
に
盛
ん
で
歴
史

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

競
技
内
容
は
、
ラ
イ
フ
ル
銃
や
ピ
ス
ト

ル
銃
、
光
線
銃
を
用
い
て
的
中
点
を
競
い

ま
す
。
種
目
は
、
五
十
㍍
ラ
イ
フ
ル
、
十

㍍
ラ
イ
フ
ル
、
エ
ア
・
ピ
ス
ト
ル
、
ビ
ー

ム
ラ
イ
フ
ル
、
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
な
ど
に

分
か
れ
、
銃
種
・
射
距
離
・
姿
勢
な
ど
に

応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
精
神
の
集
中
が
要
求
さ

れ
ま
す
。

　

銃
・
火
薬
と
い
っ
た
文
明
の
利
器
と
人

間
の
精
神
の
調
和
の
上
に
成
り
立
つ
も
の

で
、
近
代
ス
ポ
ー
ツ
を
代
表
す
る
競
技
で

あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

秋
田
わ
か
杉
国
体
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
九
月
八
日�
〜
十

日�
の
三
日
間
、「
全
日
本
社
会
人
ラ
イ

フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
」
と
し
て
岩

城
地
域
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
選
手
た
ち
の
精
密
で
高
い
技
術

力
を
間
近
で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。▲精神力、集中力が勝負のカギとなるライフル射撃

サ
ッ
カ
ー
部

サ
ッ
カ
ー
部

秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場①



　
青
葉
若
葉
が
す
が
す
が
し
い
五
月
。
日
ご
と

に
夏
め
く
風
を
感
じ
な
が
ら
、
市
内
の
各
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
は
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
、
形
づ
く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
今
号

で
は
、
五
月
に
行
わ
れ
た
地
域
の
催
し
物
な
ど

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。�

12広報ゆりほんじょう�13 広報ゆりほんじょう�

グ
ラ
フ 

● 

ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う 

―
―
―
―
― 

５
月�

写真で綴る　青葉若葉のすがすがしい季節�

　パークゴルフの魅力は、
ゲートボールなどの団体
競技と違い、成績の良し
あしが自分次第というと
ころです。週に２、３回
岩城パークゴルフ場で楽
しんでいます。仲間と話
をしながら、和気あいあ
いとコースを歩き回るの
で、健康にもいいですよ。�

いいですよ パークゴルフは�

　山田　  寿さん�
岩城パークゴルフ�
協会�

　中学・高校・大学とソ
フトボールを続け、学生
コーチも務めながら、競
技性だけでなく文武両道、
自立と自律をテーマにバ
ランスよく学ぶことを意
識しています。矢島中で
教育実習中です。地元で
活動できることに誇りを
持ちたいと思います。�

ソフトボールを通し、学んでいます�

　植田  智佳さん�
東北福祉大学４年�

　子どもたちとの花植え
は初めてのことで不安な
ところもありましたが、
作業をしていくうちにお
互いになじめました。�
　国体リハーサル大会の
時に、この花などがきれ
いに咲きそろい、西目地
域が美しい町になってく
れたらうれしいです。�

この花が咲き、美しい町になってほしい�

小助川  康隆さん�
西目高校３年�

　地区を中心に、旧西滝
沢小をどう活用するか、
協議していきます。地区
内１０集落の代表もメンバ
ーに加わりました。自ら
の手で環境整備をするこ
とが大事ですので、集落
行事での利用などを通し、
積極的な利活用を進めた
いと考えています。�

地道な活動から利活用を図ります�

　伊藤  正弘さん�
西滝沢子ども水辺�
協議会長�

※取材を通し、コメントをおうかがいしました。�

つづ�
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▽
と
き　

６
月　

日�
　

午
前　

時

２８

１０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
地
域
由
利
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
在
住
で　

歳
以
上
の
人

５８

▽
年
会
費　

３
千
円

※
登
録
の
際
は
、
預
金
通
帳
の
番
号

を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　
�
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（�
　
　�
　
２４

　

５
１
１
１
）

▽
と
き　

６
月　

日�
２８

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

　

○
講
演　

・
新
妻
二
男
さ
ん
（
岩

　

手
大
学
教
育
学
部
助
教
授
）
自
分

　

ら
し
く
暮
ら
せ
る
家
庭
・
地
域
づ

　

く
り
に
つ
い
て
・
加
藤
孝
子
さ
ん

　
　
（
秋
田
労
働
局
雇
用
均
等
室
長
）

　

男
女
が
イ
キ
イ
キ
働
け
る
職
場
づ

　

く
り
に
つ
い
て

　

○
意
見
交
換
会

▽
託
児　

予
約
制

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
締
切　

６
月　

日�
２６

※
た
だ
し
、
託
児
が
必
要
な
方
は
６

月　

日�
ま
で
。 

２１
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

県

　

由
利
地
域
振
興
局
地
域
企
画
課
（�

　
　
　�
　
５
４
３
２
）、市
共
同
参
画
交

２２

　

流
課
（�
　
　�
　
６
２
３
５
）

２４

▽
と
き　

６
月　

日�
３０

　

午
後
３
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▽
と
こ
ろ　

有
鄰
館
「
集
会
室
」

▽
テ
ー
マ　

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

　

動
に
お
け
る
住
民
参
加
の
必
要
性

▽
講
師　

岩
手
県
立
大
学
社
会
福
祉

　

学
部　

田
中　

尚
先
生

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
社
会
福
祉
協

　

議
会
東
由
利
支
所（�
　
　�
　
２
１

６９

　

３
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　�
　
２
３
３
９
）

６９

▽
時
間　

給
油
取
扱
所
講
習
／
午
前

　

９
時
〜
正
午
、
一
般
（
そ
の
他
）
講

　

習
／
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月　

日�
〜　

日�
ま
で
市
消

１９

３０

　

防
本
部
予
防
課
（�
　
　�
　
４
２
８

２２

　

２
）、
ま
た
は
矢
島
消
防
署
（�
　
５５

　
　�
　
２
１
１
１
）
へ

※
申
込
書
は
、
本
荘
消
防
署
お
よ
び

各
分
署
に
準
備
し
て
い
ま
す
。　

▽
受
験
講
習
会　

８
月　

日�
２４

▽
認
定
試
験
日　

９
月　

日�
２７

※
試
験
だ
け
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

▽
会
場　

秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
秋
田

　

市
八
橋
南
２
丁
目　
　�
　

）

１０

１６

▽
申
し
込
み
受
け
付
け　

６
月　

日
１９

　
�
〜
６
月　

日�
３０

▽
手
数
料　

６
千
円（
受
験
・
講
習
手
数
料
）

▽
申
し
込
み　

市
上
下
水
道
課
管
理
班
（�

　
　
　�
　
６
３
４
４
）、
各
総
合
支
所
建
設
課

２４
▽
問
い
合
わ
せ
先　

日
本
下
水
道
協
会

　

秋
田
県
支
部（
秋
田
市
上
下
水
道
局

　�
０
１
８　�
　
８
６
４　�
　
１
４
２
７
）

　

市
で
は
本
荘
公
園
区
域
の
変
更
案

を
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間　

６
月　

日�
ま
で

２３

　
　
（
土
・
日
を
除
く
平
日
午
前
８
時

　
　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で
）

３０

１５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　
「
会
員
登
録
説
明
会
」
開
催

「明日を拓く植物科学の最前線」

▽とき・内容…
・７月１日（土）　午後１時３０分～４時
　山本好和（次世代生物生産システム学講座）「植
　物を培養して薬や染料などを作る」
　中村進一（植物栄養・肥料学講座）「植物のから
　だの中の物質の動きを目で見る～ポジトロンイ
　メージング技術によるカドミウムの動きの画像化」
・７月８日（土）　午後１時３０分～４時
　小川敦史（作物生態学講座）
　　「身近なものを観察して科学を楽しむ」
　田母神繁（生物制御化学講座）「植物の自己防衛
　機構～植物が自分の身を守る方法～」
・７月１５日（土）　午後１時３０分～４時
　藤田直子（植物生理・形態学講座）「お米のデン
　プンはどうやってできるの？～デンプン合成の
　謎に迫る～」
　高橋秀和（遺伝・育種学講座）
　　「麦の科学～新しいパンやビール用の麦の改良
　にはバイテクが必要！～」

▽ところ…県立大学秋田キャンパス　大学院棟Ｍ２１６

▽受講料…無料　 ▽問い合わせ先…�０１８－８７２－１５００

県県県県県県県県県県立立立立立立立立立立大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生物物物物物物物物物物資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部県立大学生物資源学部
「「「「「「「「「「公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座」」」」」」」」」」ににににににににににおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいででででででででででくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささいいいいいいいいいい「公開講座」においでください

▽
と
こ
ろ　

市
都
市
計
画
課　

▽
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

　
　
（�
　
　�
　
６
３
３
２
）

２４

▽
と
き　

８
月　

日�
２３

▽
と
こ
ろ　

県
庁
ほ
か

▽
受
験
資
格　

中
学
卒
業
以
上
で
厚

　

生
労
働
省
令
で
定
め
る
給
食
施
設

　

や
営
業
で
２
年
以
上
調
理
業
務
に

　

従
事
し
た
人

▽
願
書
受
け
付
け　

６
月　

日�
〜

２９

　

７
月
７
日�
（
土
・
日
を
除
く
）

　

願
書
の
配
布
、
受
け
付
け
は
由
利

　

地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部
（
由
利

　

本
荘
保
健
所
）
で
行
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
由
利
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

　

健
康
・
予
防
課
健
康
・
予
防
班

　
　
（�
　
　�
　
４
１
２
２
）

２２

　

本
荘
公
園
内
に
は
、
戊
辰
勤
王
碑
、

芭
蕉
翁
之
碑
、
満
州
開
拓
の
碑
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
石
碑
や
記
念
碑
が
あ
り

ま
す
。
ど
ん
な
人
た
ち
が
ど
ん
な
思

い
や
願
い
を
込
め
て
建
立
し
た
の
か
、

そ
の
由
来
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
な

が
ら
、
郷
土
の
歴
史
に
理
解
を
深
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　

７
月
１
日�

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
と
こ
ろ　

本
丸
体
験
学
習
施
設
修

　

身
館

▽
講
師　

市
教
育
委
員
会
政
策
監

　
　

作
佐
部　

直
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
推
進
課

（�
　
　�
　
６
２
８
４
）

２４

男
女
共
同
参
画　
　
　
　
　
　

サ
マ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
調
理
師
試
験
」
が
あ
り
ま
す

開
催
さ
れ
ま
す
「
石
碑
探
訪
会
」

「
危
険
物
保
安
講
習
会
」
の
案
内

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に　
　

関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者　

　
「
資
格
認
定
試
験
」
行
い
ま
す

と　

き

７
月　

日
２５

　
　
　

日
２７

８
月
２
日

　
　

４
日

　
　
　

日
２４

と　

こ　

ろ

大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

秋
田
市
文
化
会
館

秋
田
市
文
化
会
館

本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

秋
田
市
文
化
会
館

都
市
計
画
変
更
案
を　
　

縦
覧
し
て
い
ま
す　
　
　

広報ゆりほんじょう １４

▽
区
分　

鶴
舞
温
泉 
サ
ー
ビ
ス
係
員

▽
勤
務
内
容　

フ
ロ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
、

　

大
広
間
・
客
室
の
点
検
、
整
理
、

　

女
性
浴
場
の
清
掃
点
検
ほ
か

▽
勤
務
時
間　

週
５
日　

時
間

３０

　

交
代
勤
務
制

▽
募
集
人
員　

１
人

▽
雇
用
期
間　

７
月
１
日
か
ら
来
年

　

３
月　

日
ま
で
（
更
新
可
能
）

３１

▽
申
し
込
み
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

本
荘
で
発
行
す
る
紹
介
状
を
添
え
、

　

履
歴
書
を
職
員
課
ま
で
提
出

▽
受
付
期
間　

６
月　

日�
ま
で

２１

　
　
（
土
・
日
を
除
く
平
日
午
前
８
時

　
　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で
）

３０

１５

▽
面
接
試
験
日　

６
月　

日�
２２

　

詳
し
く
は
、
職
員
課
ま
た
は
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
に
備
え
付
け
の

　

募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
職
員
課
（�

　
　
　�
　
６
２
１
６
）

２４
▽
勤
務
の
期
間
・
時
間

　

７
月　

日�
〜
８
月　

日�

１５

２１

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
条
件　

満　

歳
以
上
で
健
康
な
人

１８

　
　
（
た
だ
し
、
高
校
生
は
不
可
）

▽
申
し
込
み
方
法　

履
歴
書
を
持
参

　

の
う
え
、
本
荘
総
合
支
所
産
業
課

　

ま
で
提
出

▽
受
付
期
間　

６
月　

日�
ま
で

２１

　
　
（
土
・
日
を
除
く
平
日
午
前
８
時

　
　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で
）

３０

１５

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
総
合
支
所

　

産
業
課
（�
　
　�
　
６
３
４
９
）

２４

　

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅

　

本
荘
地
域　
　

１
戸
（
松
涛
）

　

由
利
地
域　
　

２
戸
（
滝
沢
舘
）

　

鳥
海
地
域　
　

１
戸
（
下
野
）

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

岩
城
地
域　
　

２
戸
（
田
町
）

▽
公
共
住
宅

　

大
内
地
域　
　

１
戸
（
宝
田
）

▽
申
し
込
み
期
限　

６
月　

日�
２６

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
都
市
計
画
課
（�
　
２４

　
　�
　
６
３
３
４
）
ま
た
は
各
総
合
支

　

所
建
設
課
ま
で
。

「
嘱
託
職
員
」
を
募
集
し
ま
す

本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
水
浴
場

　
「
監
視
員
」
募
集
し
ま
す

人の動き　　　　
　（５月末日現在・住民基本台帳）
人　口　　　８９，９６１人　
　男　　　　４３，１２２人　
　女　　　　４６，８３９人　
世帯数　　２９，８４３世帯

　

由
利
本
荘
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
小

松
寛
治
会
長
）か
ら
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、火
災
予
防
啓
発
用
反
射
幕
一

枚
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。福
岡
消
防

長
へ
の
贈
呈
の
後
、佐
々
木
三
知
夫
理
事

長
は「
リ
ー
ド
し
な
が
ら
も
リ
リ
ー
フ
が

打
ち
込
ま
れ
る
試
合
展
開
で
、火
消
し
の

大
切
さ
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
」と
し
ゃ

れ
っ
気
を
混
ぜ
て
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
横
幕
は
早
速
、石
脇
の
国
道
７
号

沿
い
に
掲
げ
ら
れ
、
防
火
Ｐ
Ｒ
に
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

　

本
荘
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

次
の
日
程
で
「
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ
は
人
権
思
想

の
普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め
に
行
わ

れ
る
も
の
で
、
相
談
料
は
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
主
な
相
談
内
容　

人
権
相
談
／
差
別
、

　

信
用
、
住
居
の
安
全
、
近
隣
関
係　

困

　

り
ご
と
／
土
地
・
建
物
の
権
利
、
家
族
、

　

子
ど
も
の
人
権
／
い
じ
め
、
不
登
校

▽
日
時　

７
月
５
日�

　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

市
松
ヶ
崎
出
張
所

　

夫
や
家
族
、
恋
人
の
暴
力
、
夫
婦
間
の

問
題
や
離
婚
問
題
な
ど
、
女
性
の
抱
え
る

悩
み
に
応
え
る
た
め
、
弁
護
士
や
心
理
担

当
職
員
、
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

▽
と
き　

６
月　

日�
２２

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
と
こ
ろ　

県
女
性
相
談
所
（
秋
田

　

市
手
形
住
吉
町
）

　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

県
女
性
相
談
所
（�
０
１
８　�
　
８

　

３
５　�
　
９
０
５
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１

　

８　�
　
８
３
２　�
　
２
５
３
４
）

▽
と
き　

７
月
５
日�

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
内
容　

医
学
的
診
断
（
治
療
訓
練

　

の
要
否
）、
手
帳
交
付
・
等
級
変
更

　

要
否
診
断
、補
装
具
の
要
否
判
定
・

　

装
用
上
の
指
導
助
言
（
診
断
書
料

　

は
無
料
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
支
援
課

　

福
祉
班
（�
　
　�
　
６
３
１
４
）

２４

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

身
体
障
害
者
義
肢
・
肢
体

　
「
巡
回
相
談
」
あ
り
ま
す

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

「
女
性
相
談
・
法
律
相
談
会
」

由
利
本
荘
Ｂ
Ｃ
か
ら　
　

反
射
幕
の
寄
贈　
　
　
　

　

市
営
住
宅
（
滝
沢
舘
）

由利本荘ベースボールクラブから寄贈された横幕
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ク
ロ
ー
バ
ー
病
後
児
保
育
室
本
荘

は
、
本
田
仲
団
地
向
側
（
笹
道
地
内
）

に
移
転
し
ま
し
た
。

　

病
後
児
保
育
は
児
童
が
病
気
の
回

復
期
に
あ
り
、
集
団
保
育
の
困
難
な

期
間
、
そ
の
児
童
を
一
時
的
に
預
か

る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
の
子
育
て

と
就
労
の
両
立
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。

 　

市
で
は
、
市
内
四
カ
所
で
病
後
児

保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
ク
ロ
ー
バ
ー
病
後
児
保
育
室
本
荘

（�
　
　�
　
６
７
０
０
）

２３

・
矢
島
病
後
児
保
育
室

（�
　
　�
　
２
２
３
６
）

５５

・
ク
ロ
ー
バ
ー
病
後
児
保
育
室
岩
城

（�
　
　�
　
３
７
２
０
）

７３

・
鳥
海
病
後
児
保
育
室

（�
　
　�
　
２
０
１
０
）

５７

・
市
子
育
て
支
援
課

（�
　
　�
　
６
３
１
９
）

２４

・
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
（
岩
城

　

総
合
支
所
は
市
民
課
）
へ

　

県
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、
主
要

道
路
沿
い
に
あ
る
「
車
い
す
の
方
が

利
用
で
き
る
ト
イ
レ
」
が
整
備
さ
れ

た
店
舗
や
施
設
な
ど
に
、
案
内
板
を

無
償
で
提
供
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
が
最
終
年
度
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
事
業
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
方
法
や
内
容

な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
期
間
は
８
月
７
日�

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
由
利
地
域
振
興

　

局
福
祉
環
境
部
（�
　
　�
　
４
１
２
０
）

２２

　

秋
田
わ
か
杉
国
体
で
、
文
字
な
ど

に
よ
り
情
報
を
提
供
す
る
「
パ
ソ
コ

ン
要
約
筆
記
・
手
書
き
要
約
筆
記
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。

▽
応
募
要
件　

高
校
生
以
上
で
、
国

　

体
期
間
中
に
活
動
で
き
、
専
門
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
を
受
講
で
き
る
人

※
受
講
料
は
無
料
で
す

▽
応
募
締
め
切
り　

６
月　

日�
２０

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
国
体
・
障
害
者

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
局
大
会
総
務
課
県
民

　

運
動
班
（�
０
１
８　�
　
８
６
０　�
　
５
２

　

５
４
）
ま
た
は
県
聴
力
障
害
者
協
会

　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８　�
　
８
６
４　�
　
２

　

７
８
２
）

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
届
け
は
、
毎
年
６
月
１
日
現

在
に
お
け
る
所
得
お
よ
び
受
給
者
の

状
況
な
ど
を
把
握
し
、
引
き
続
き
児

童
手
当
を
受
給
す
る
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給

　

し
て
い
る
方
（
届
出
用
紙
な
ど
は
、

　

後
日
郵
送
い
た
し
ま
す
。）

▽
受
付
期
間　

６
月　

日�
〜　

１９

３０

　

日�
　
（
土
・
日
を
除
き
ま
す
）

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
子
育
て
支
援
課
（�
　
　�
　
６
３

２４

　

１
９
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
保

　

健
課（
岩
城
総
合
支
所
は
市
民
課
）

※
４
月
１
日
の
制
度
改
正
に
よ
り
新

た
に
支
給
対
象
児
童
と
な
る
児
童

（
平
成
６
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平

成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
養
育

し
て
い
る
方
で
、
ま
だ
「
額
改
定
請

求
書
」
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、

現
況
届
と
合
わ
せ
て
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

病
後
児
保
育
室
本
荘
が　

移
転
し
ま
し
た　
　
　
　

お
忘
れ
な
く
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
の
現
況
届　　
　

「
車
い
す
用
ト
イ
レ
案
内
板
」

県
が
無
償
で
提
供
し
ま
す　
　

ＪＲ　　　�
羽後本荘駅�
ＪＲ　　　�
羽後本荘駅�

本田仲団地�本田仲団地�

パチンコ�

ＧＳ�
クローバー病後�
児保育室本荘�
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▽
出
産
育
児
一
時
金
受
領
委
任
払
制

　

度
と
は
？

　

市
の
国
保
加
入
者
の
出
産
に
際
す

る
経
済
的
な
負
担
を
緩
和
し
て
、
安
心

し
て
出
産
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
、

制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
方
へ
市
が

医
療
機
関
に
出
産
育
児
一
時
金
（　
３０

万
円
）
を
直
接
支
払
う
制
度
で
す
。

▽
制
度
を
利
用
で
き
る
人

　

出
産
し
た
日
に
お
い
て
、
出
産
し

た
人
が
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
世
帯
主
。

▽
手
続
き
の
方
法

　

①
出
産
予
定
日
の
一
カ
月
前
か
ら

　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
申
請
ま

　

で
に
、
受
領
委
任
に
つ
い
て
医
療

　

機
関
か
ら
同
意
を
受
け
、
市
役
所

　

市
民
生
活
課
（
ま
た
は
総
合
支
所

　

市
民
課
）
に
委
任
届
（
医
療
機
関

　

か
ら
押
印
を
受
け
た
も
の
）
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
も
可
）

　

②
出
産
後
す
み
や
か
に
、
医
療
機

　

関
が
記
入
し
た
出
産
費
用
額
等
届

　
　
（
医
療
機
関
の
記
入
、
押
印
を
受

　

け
た
も
の
）
を
添
付
し
て
出
産
育

　

児
一
時
金
の
支
給
を
市
役
所
市
民

　

生
活
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　
　
（
出
生
届
を
提
出
す
る
時
に
一
緒

　

に
手
続
き
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
）。

③
出
産
費
用
が　

万
円
を
超
え
る
時

３０

　

は
、
超
え
た
金
額
を
医
療
機
関
に

　

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
出
産
費
用

　

が　

万
円
に
満
た
な
い
時
は
、
差

３０

　

額
を
世
帯
主
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

▽
注
意　

次
の
場
合
は
、
受
領
委
任

　

払
制
度
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
委
任
届
で
届
け
出
た
医
療
機
関
以

　

外
で
出
産
し
た
と
き
。

・
出
産
日
に
、
出
産
し
た
人
が
市
国

　

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

　

と
き
。

※
委
任
届
や
出
産
費
用
額
等
届
は
、

市
役
所
市
民
生
活
課
（
総
合
支
所
市

民
課
）
や
健
康
管
理
課
（
総
合
支
所

福
祉
保
健
課
）
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、

由
利
本
荘
市
内
の
産
科
医
院
・
病
院

に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
市
民
生

　

活
課
国
保
班（�
　
　�
　
６
２
４
５
）

２２

出産育児一時金�
受領委任払制度�

７月１日スタート！�７月１日スタート！�７月１日スタート！�

国保加入者�
（世帯主）�

医療機関�
（病院など）�

由利本荘市�
（市役所）�

①委任の同意�
（出産育児一時金を�
　世帯主に代わって�
　受領することに医�
　　療機関に同意し�
　　てもらいます）�

②委任届�

③支給申請�③支給申請�

④出産育児�
　一時金�

（出産育児一時金�
を世帯主の代わ�
りに医療機関が�
受領すること�
を届けます）�

（医療機関に出�
育児一時金を支�
払います）�

制度の概要�

～国民健康保険～�

募
集
中
で
す　

秋
田
わ
か
杉
国
体

「
要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」　
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現
在
読
み
聞
か
せ
活
動
を
し
て
い

る
方
や
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
方
向
け

に
行
う
講
習
会
で
す
。

▽
主
催　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
よ
風

▽
と
き　

６
月　

日�
　

午
前　

時

２９

１０

▽
と
こ
ろ　

西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル

▽
講
師　

進
藤
八
重
子
さ
ん（
秋
田
市
）

※
参
加
費
は
無
料
。
準
備
の
都
合
上

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
目
公
民
館
（�
　
　�
　
２
３
１
５
）

３３

▽
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
、

１９

２１

　
　

日�
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

２５
▽
と
こ
ろ　

県
ひ
と
り
親
家
庭
就

　

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▽
テ
キ
ス
ト
代　
　

円
７５０

▽
対
象　

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の

　

人
▽
申
し
込
み　

７
月
４
日�
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
事
務
所

　

子
育
て
支
援
課
母
子
自
立
支
援
員

　
　
（�
　
　�
　
６
３
１
９
）

２４

　

来
春
の
高
卒
者
を
対
象
と
し
た
学

卒
求
人
の
受
け
付
け
が
６
月　

日�
２０

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

企
業
の
将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材

の
確
保
と
地
元
定
着
に
よ
る
活
力
あ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
、
採
用

枠
の
拡
大
と
学
卒
求
人
の
早
期
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
者
の
適
性
と
能
力
の

み
を
基
準
と
し
た
公
正
な
採
用
選
考

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

本
荘
（�
　
　�
　
３
４
２
１
）

２２

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

「
よ
み
き
か
せ
講
習
会
」　

使
用
に
よ
り
料
金
が
割
安
に
な
る
新

し
い
料
金
プ
ラ
ン
を
設
定
し
ま
し
た
。

▽
実
施
日　

６
月　

日�
２６

▽
条
件　

家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

　

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
定
格
発
電
能

　

力
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
）
を
、
専

　

用
住
宅
ま
た
は
一
定
条
件
の
併
用

　

住
宅
で
使
用
し
、
併
せ
て
ガ
ス
温
水

　

暖
房
シ
ス
テ
ム
を
ご
使
用
の
お
客

　

さ
ま
。　（
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。）

☆
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

　

ス
テ
ム
と
は

　

ガ
ス
を
燃
料
に
エ
ン
ジ
ン
や
タ
ー

ビ
ン
で
発
電
を
行
い
、
発
電
で
発
生

し
た
排
熱
を
給
湯
や
暖
房
に
利
用
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ガ
ス
水
道
局
が
販
売
す
る
「
エ
コ

ウ
ィ
ル
」は
、発
電
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
小
型
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
使
用
し

た
家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
で
、
発
電
し
た
電
気
は
照

明
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
ご
家
庭
の
電

気
製
品
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
発
電
の
排
熱
を
、
台
所
や
浴

室
の
給
湯
や
お
風
呂
の
追
い
炊
き
の

ほ
か
、
温
水
床
暖
房
な
ど
に
有
効
活

用
で
き
る
環
境
に
や
さ
し
く
経
済
的

な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

☆
お
得
な
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

　
　
「
住
宅
・
建
築
物
高
効
率
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、「
エ
コ
ウ
ィ
ル
」
を
ご

購
入
の
お
客
さ
ま
を
対
象
に
し
た
国

か
ら
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

エ
コ
ウ
ィ
ル
や
新
料
金
プ
ラ
ン
、

補
助
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
、

お
申
し
込
み
は
市
ガ
ス
水
道
局
営
業

課
（�
　
　�
　
３
５
０
４
）
へ

２２

ど
う
ぞ
「
調
理
員
養
成
講
習
会
」
へ

�
ぱ
わ
ふ
る
エ
コ
プ
ラ
ン�

（
家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
契
約
）

　

ガ
ス
水
道
局
で
は
、
家
庭
用
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
ご

１２～３月
検　針　分

４～１１月
検　針　分料金区分

４，０９５円２，７７２円基本料金
（１月につき）

　　　　　　８０．１９９円従量料金単価
（１�につき）

料金表（消費税込み）

　出羽丘陵や鳥海山 麓 に
ろく

広がる高原　――　。清らか
な空気と質の高い水、そ
して豊かな牧草を食べな
がら、肉質と食味に優れ
た黒毛和牛「秋田由利
牛」が育っています。
　今年２月に発足した、
秋田由利牛振興協議会
（会長・柳田市長）では、
首都圏などでの銘柄確立
と一大産地化を目指す運
動に取り組んでいます。
同協議会では、まず地元
から「秋田由利牛」のお
いしさを知ってもらおう
と、試食会などのさまざ
まなＰＲ活動や取扱店の
掘り起こしなどを実施。
市内の道の駅や生産物直
売所など販売店も増加し、
『秋田由利牛』がますま
す身近になっています。

○産物直売所菜らんど
　　　　　（鳥海町伏見）
○道の駅清水の里・鳥海郷
　　　　　（鳥海町笹子）
○道の駅おおうち
　　　　　（岩谷町）
○道の駅岩城
　　　　　（岩城内道川）
○道の駅にしめ
　　　　　（西目町沼田）

「秋田由利牛」直販所

■
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ　

都
市
ガ
ス
の
新
し
い
料
金

プ
ラ
ン
が
で
き
ま
し
た　

暮らしのお知らせ



ボランティア募集

　
市
・
県
民
税
第
１
期
分
の
納

期
限
（
口
座
振
替
日
）
は
、
６

月
　
日
　
で
す
。
お
近
く
の
金

融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま
た
は
市
役
所

市
金
庫
で
お
忘
れ
な
く
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。�

　
口
座
振
替
納
付
の
方
は
、
預

金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。�

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
収

納
課
（
　
　
―
６
２
５
６
）�

�
���

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
６

月
　
日
　
で
す
。
お
近
く
の
金

融
機
関
に
加
え
、
今
年
度
か
ら

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。�

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
口
座
振
替

に
し
た
い
方
は
、
料
金
受
取
人

払
い
の
ハ
ガ
キ
に
よ
る
届
け
出

が
必
要
で
す
。お
取
り
引
き
先
の

金
融
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▽
問
い
合
わ
せ
先
　�

県
由
利
地
域
振
興
局
県
税
課�

　
　
　
（
　
　
―
４
１
０
５
）
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在
ブ
ラ
ジ
ル
由
利
本
荘
追
分
会�

　 

設
立
記
念
式
典
へ
の
参
加
者
を
募
集�

�

　
由
利
本
荘
市
の
誕
生
を
機
に
、
市

出
身
の
移
住
者
で
組
織
す
る
「
在
ブ

ラ
ジ
ル
由
利
本
荘
追
分
会
」
が
設
立

さ
れ
、
７
月
　
日
　
に
サ
ン
パ
ウ
ロ

市
に
お
い
て
設
立
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
機
会
に
現
地
を
訪
問
し
、
移

住
者
へ
の
激
励
と
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
現
地
の
事
情
視
察
を
行
う
市
民

訪
問
団
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
、
訪
問
団
実
行
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
訪
問
先
　
サ
ン
パ
ウ
ロ
・

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
ほ
か�

▽
期
間
　
７
月
　
日
　
〜
　

日
　
の
　
日
間�

▽
費
用
　
約
　
万
円
（
一
部
市
の
助

成
あ
り
）�

▽
募
集
人
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）�

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
訪
問
団
実
行
委

員
会
窓
口
／
企
画
調
整
部
共
同
参
画

交
流
課
（
　
　
―
６
２
３
４
）
へ�

　市の「夏の風物詩」の一つであるサイクルロードレースも今回�
で２０回目を迎えます。今年は７月２９日（土）・３０日（日）の２日間に
わたって開催します。この大会は日本３大ヒルクライムレースと
して、全国各地から約８００人余りの選手が参加しています。��
　７月２９日（土）　タイムトライアル�
　　・長泥～木在（折り返し）～長泥�
　７月３０日（日）ロードレース�
　　・ハーフクラス　マックスバリュ矢島店付近～花立�
　　・フルクラス　　マックスバリュ矢島店付近～祓川�
�

　事務局では、大会のボランティアを募集しています。ボランテ
ィアの内容は次のとおりです｡（１部門でも可能です）��
　　・大会の運営を行うスタッフ（選手接待、記録集計など）�
　　・参加選手の民泊受入（昨年は１１軒に４８人が宿泊しました）�
　「地元の方とのふれあい、良い思い出になった」との声も多く、�
参加選手と交流を深める大変良い機会ですので、市民の皆様から�
ボランティアへのご参加をお待ちしております｡��
�

　当大会プログラムへの広告協賛を募集しています。「大会の内
容充実を図り、由利本荘市で良い思い出をつくってもらい、また
いらしていただく」ことを目標に準備・運営にあたります。�
　　広告料金　Ａ４判　　１面　　　１５,０００円�
　　　　　　　Ａ４判　　１／２面　 ８,０００円��

　※ボランティアに参加していただける方、広告協賛にご賛同いただけ
　る方は、７月５日（水）までに大会事務局へご連絡ください。�
　　たくさんの方々のご協力・ご支援をお願いします。�

　問い合わせ先　大会事務局／矢島総合支所産業課内（   ５５－４９５３）�
�

２３�
（
日
）�

（
日
）�

（
金
）�

（
金
）�

（
金
）�

２１�

２４�

２４�
２３�

１５�

３０�３０�

広告協賛の募集

６０�

ボランティア・広告協賛のお願い�ボランティア・広告協賛のお願い�

３０�

１０�

広報ゆりほんじょう１９

地域情報コーナー

■尾崎スポーツクラブ（総合型地域スポーツクラブ）

　平成１８年度会員募集

　スポーツを気軽に楽しみ、仲間づくりをしましょう。
会員を随時募集中です。

▽ところ…尾崎小学校体育館

▽とき…毎週月曜日～土曜日　午後７時～９時

▽内容…月：８人制バレーボール
　　　　火：ユニホック
　　　　水：ミニテニス
　　　　木：バスケットボール
　　　　金：バドミントン
　　　　土：９人制バレーボール

▽年会費…５００円（併せてスポーツ保険の加入をお勧め
　　しています。大人：１，５００円、子ども：５００円）
■スポーツ少年団本荘支部

　第２回指導者研修会参加者募集

▽とき…７月１１日�　午後６時～９時

▽ところ…本荘文化会館地下会議室

▽内容…
　　・講義：　「ジュニア期におけるスポーツ栄養学」
　　　講師：佐々木三津子さん（秋田国体競技力向上対
　　　　　　策局栄養アドバイザー）
　　・実技：　「ケガの予防と応急処置（テーピングのス
　　　　　　キルアップ）」　　　　　　　　　　　　
　　　講師：工藤克之さん（秋田国体医科学サポート
　　　　　　チームチーフトレーナー）

▽対象…スポーツ少年団本荘支部指導者、各スポーツ少
　　年団親の会会員。所属にかかわらず研修に関心のあ
　　る市民の方。

▽参加料…テーピング代として１，５００円

▽申込期限…７月４日�
■遊泳館「ベビースイミング教室」のご案内

▽とき…６月２９日�から毎週木曜日　全８回
　　午後２時３０分～３時１５分　　

▽定員…１５組　　 ▽対象…１～３歳児

▽講師…高橋昭子さん

▽参加費…１，０００円を初日にいただきます。ただし、
　　プール使用料は毎回必要です。

▽申し込み・問い合わせ先…６月１９日�午前８時３０分か
　　ら、市スポーツ振興課または「遊泳館」（�２４－
　　０１３４）まで

■企画展「由利本荘市の文化財展Ⅱ」開催中

　今回は、由利・矢島・鳥海地域の指定有形文化財の中
から、彫刻・古文書・歴史資料・工芸品など県指定文化
財３点、市指定文化財１９点を展示します。

▽期間…８月３１日�まで（期間中は無休）

▽開館時間…午前９時～午後４時

▽入館料…一般１００円（学生以下無料）

■「第５６回本荘川まつり花火大会」臨時売店の募集

　８月５日�に行われる「第５６回本荘川まつり花火大
会」の臨時売店を募集します。出店を希望する方は、申
込用紙で下記までお申し込みください。

▽募集店舗数…２３店舗

▽応募期限…６月２３日�　期日厳守

▽申し込み・問い合わせ先…本荘総合支所産業課（�２４
　　－６３４９）
※申込用紙は本荘総合支所産業課にあります。
※希望者が募集店舗数を超えた場合は抽選（抽選会の期
日は後日通知）となります。
※出店は、本荘地域在住者または本荘地域の業者に限り
ます。

■南内越アドベンチャースクール主催

　　「初夏のサイクリング体験」参加者募集

▽とき…７月１日�　午前９時２０分集合、９時３０分出発
　　　（雨天中止）

▽集合場所…南内越公民館

▽対象…小学校３年生以上の児童生徒および保護者

▽内容…川口町内から長谷寺（赤田の大仏）、赤田大滝ま
　　でのサイクリング（赤田大滝で昼食を取ります）

▽持ち物…おにぎり、飲み物、懐中電灯（洞 窟 探検用）
くつ

▽参加費…１人５００円

▽申し込み・問い合わせ先…６月２３日�まで、南内越公
　　民館または冨樫さん（�２２－５１９８）

本 荘 地 域本 荘 地 域

スポーツ振興課　�２４－６２８７ 本荘郷土資料館　�２４－３５７０

産業課　�２４－６３４９

南内越公民館　�２２－０３１６
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■「矢島茶会」と「筑前琵琶演奏家・上原まり公演」
　お誘い合わせの上、多数おいでください。

▽とき…平成１８年６月２５日�
　　茶会：午前１０時～午後３時２０分
　　公演：午後３時３０分～

▽ところ…矢島歴史交流館「道益苑」、金嶺山「龍源寺」

▽茶券…２，０００円　※茶会または公演のみ１，５００円

▽主催…生駒顕彰会

▽問い合わせ先・茶券取り扱い…
　　由利高原鉄道矢島駅内観光案内所（�５５－４５００）

■「やさい王国」開店７周年記念イベントへ行こう！
　　「やさい王国」が、開店７周年を記念してイベントを
開催します。５月にオープンした隣接する鳥海山 麓 地区

ろく

総合案内所で松皮もち作りなどの体験もできます。

▽とき…７月１日�　午前１０時～午後２時

▽ところ…やさい王国、鳥海山 麓 地区総合案内所
ろく

▽イベント内容…
　　・体験コーナー：松皮もち、笹巻き作り
　　※それぞれ１０時と１２時の２回行います。
　　・試食コーナー：漬物、山菜・野菜の郷土料理、
　　　ジャージーヨーグルト、ジャージーパン
　　・販売コーナー：うちわもち、この葉ままなど

■公共施設休館日（６月下旬）

▽青少年ホーム…２５日�と日曜日の夜間

▽日新館…１８日�

▽寿康苑…１８日�、２６日�

▽福祉会館…２５日�

矢 島 地 域矢 島 地 域

■「市民運動会鳥海大会」開催！
　～７月２日（日）　午前９時から、各会場一斉開始～

▽川内大会…上田野グランド
　　　（雨天時：鳥海トレーニングセンター）

▽直根大会…直根小学校グランド
　　　（雨天時：直根小学校体育館）

▽笹子大会…笹子小学校グランド
　　　（雨天時：笹子学習センター体育館）

■「元気な歯っこ協議会」委員募集
　３歳児の虫歯を１本以下にするために取り組んでいる
「元気な歯っこ協議会」も今年で３年目。さらなる充実
と目標達成を目指し、協議会委員を募集します。

▽活動内容…
　　①仕上げみがきをする
　　②２歳前に甘いおやつをあげない
　　③ほ乳瓶に甘い飲み物を入れて飲ませない
　　④フッ素塗布　など
※上記の活動内容についてそれぞれプロジェクトチーム
を立ち上げ、プロジェクトごとに活動を展開しています。

▽対象…①２歳以下の子どもをもつ父母および祖父母
　　　　②虫歯予防に関心のある方

▽協議会開催日

※今回応募された方は、第２回協議会からの参加となり
ます。

▽申込期限…７月３日�

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

振興課　�５５－４９５１

■「西目保育園なかよし集会」へ行こう！
　お子さんを保育園で遊ばせたい方は、お子さんと一緒
に遊びに来てください。今回は、七夕まつりを行います。

▽とき…７月７日�　午前９時４０分～１１時

▽ところ…西目保育園

▽対象…３歳までの未就園児（保護者同伴）

西 目 地 域西 目 地 域

西目保育園　�３３－２０２２

鳥海公民館　�５７－２８８１

福祉保健課　�５７－３５０１

開　催　日

　　　　６月１５日�第 １ 回 協 議 会

　　　　８月３１日�第 ２ 回 協 議 会

平成１９年２月２７日�第 ３ 回 協 議 会

産業課　�５５－４９５６

生涯学習課　�５６－２２０３

寿康苑　�５６－２９４０ 福祉会館　�　５６－２２０５

■岩城芸術文化協会創立３０周年記念公演
　　「川村泉舞踊団バレエ公演」

▽とき…６月２５日�　午後２時～

▽ところ…岩城総合体育館

▽入場料…一般３００円（中学生以下無料）

▽入場券取り扱い…岩城公民館、亀田出張所、岩城芸術
　　文化協会加盟団体各所、本荘公民館、大内公民館

岩 城 地 域岩 城 地 域

生涯学習課　�７３－２４６８

・・・・・
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■学園都市由利本荘 絆 の里づくり事業「ボート教室」
きずな

▽とき…７月９日�　午後１時～４時

▽ところ…子吉川ボート場（アクアパル集合）

▽対象…県立大学生および中学生以上の一般市民（初め

　　ての方や、経験者でレベルアップをしたい方）

▽定員…先着２０人

▽参加料…５００円（保険料）

▽持ち物・服装…タオル、運動に適した服装

▽申し込み…７月７日�まで、アクアパルへ

※教室終了後、ボート交流懇親会があります。

■ご奉仕ありがとうございました

　天理教由利支部の皆さんが、アクアパル周辺の清掃を

してくださいました。

■第１１回子吉川フェア「水辺健康マラソン」参加者募集

▽とき…７月２３日�　午前１０時～受付、１１時競技開始

▽ところ…友水公園（アクアパル下子吉川河川敷）

▽種目…

　　①チビッコ（小学生）１マイル（１．６㎞）レース

　　②ミニマラソン（４．２１９５㎞）

▽申し込み…アクアパルに備え付けの申込用紙に必要事

　　項を記入の上、７月１４日�まで提出してください。

■フィットネスジム登録講習会

▽とき…６月２７日�　午後６時

▽ところ…アクアパル

▽定員…先着２５人

▽年会費…一般＝３，１５０円、学生＝１，５７５円

※事前に電話などでアクアパルへお申し込みください。

本 荘 地 域本 荘 地 域

アクアパル　�２２－５６１１

■大内年代別家庭バレーボール大会開催

▽とき…６月２５日�　午前９時～

▽ところ…市総合体育館

■「男の料理教室」のご案内

　毎日口にする食事。時には自分で作って楽しみません

か？

▽とき・内容…

　　１回目：６月２４日�　夏バテ予防のスタミナ料理

　　２回目：７月１日�　酒の肴料理　ほか

　　いずれも午後１時３０分～

▽ところ…大内公民館　　 ▽材料費…１回１，５００円以内

▽定員…先着２０人

▽講師…越川福子さん（本荘地域）

■「ビーズ教室」のご案内

　　「天然石」や「七宝焼き」を取り入れた作品作りをし

てみませんか？

▽期間…６月～１１月（全６回）

▽開催日…毎月第３水曜日　午後７時～

▽ところ…大内公民館　　 ▽定員…先着１２人

▽講師…堀川千穂美さん（大内地域）

▽材料費…１回１，５００円以内

※工具をお持ちでない方は、初回のみ２，５００円の工具代

が必要となります。

大 内 地 域大 内 地 域

生涯学習課　�６５－２２１０

■２回目の狂犬病予防集合注射実施のお知らせ

　今年２回目の狂犬病予防注射を実施します。まだ予防

注射を受けていない犬の飼い主は、必ず受けてください。

　また、生後９１日以上で平成７年度以降登録をしていな

い犬は、登録も同時に受け付けますので、係まで申告し

てください。

▽注射手数料…３，０７０円　　 ▽登録手数料…３，０００円

▽注射実施日…６月１９日�

※狂犬病予防の注射は、年１回必ず接種しなければなり

ません。予防注射をしない場合、２０万円以下の罰金を科

せられることがあります。

※犬の登録は義務づけられています。登録をしていない

場合は、必ず手続きをしてください。

※犬が亡くなった場合は、支所への届出が必要です。

東 由 利 地 域東 由 利 地 域

市民課　�６９－２１１７

場　　　所時　　　間
八塩館前９時２０分～４０分

午　
　

前

住吉館前９時５０分～１０時１０分
玉米会館前１０時２０分～４５分
老方館前１０時５５分～１１時２５分
大蔵館前１１時３５分～５０分
克雪センター前１時１０分～３０分

午　
　

後

大琴診療所前１時４０分～２時１０分
袖山館前２時２０分～３５分
旧役場前２時４５分～３時
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おくやみ申し上げます

菅原和夫氏（旧本荘市功労者・石脇）は、５月１７日
午後９時２０分永眠されました。氏は、昭和４１年に本
荘市由利郡医師会理事に就任され、昭和６１年から平
成１４年までは会長として、地域医療の充実・発展に
貢献されました。この間、本荘由利医師会病院院長
を務められ、看護人材の育成・確保などに尽力され
ました。また、長年、本荘市国民健康保険運営協議
会委員として国保の健全運営にも寄与されました。
平成１４年１１月旧本荘市民生功労者顕彰。享年７７歳。

佐々木勝敏氏（元大内町教育長・平岫）は、５月１７
日永眠されました。氏は郡市内小中学校に在職し、
大内中学校教頭、大琴小学校校長を務められ、昭和
６３年旧大内町教育長に就任。以来２期８年の在任中、
上川大内小学校改築、教育研究所の設置、大内町史
の編纂発刊、ＰＴＡと地域の綿密な連携を図るなど、
教育行政運営を通じて学校教育、社会教育の充実発
展にご尽力されました。享年７８歳。

〈５月１６日～２４日受付分〉
堀　　　善　一さん（５７歳）赤田
佐　藤　ノブ子さん（８０歳）砂子下
齊　藤　キ　ヱさん（９２歳）内越
小助川　　　勇さん（７１歳）石脇
田　口　與三郎さん（７５歳）石脇
�　野　正太郎さん（８０歳）石脇
�　橋　トギヱさん（８９歳）万願寺
佐　藤　　　弘さん（７８歳）砂糖畑
伊　東　秀　義さん（６７歳）矢島町元町
佐々木　信一郎さん（７５歳）矢島町川辺
佐々木　ミ　ネさん（７７歳）矢島町川辺
長谷部　義　三さん（５８歳）岩城二古
三　浦　　　晃さん（７０歳）岩城勝手
武　田　武　志さん（８２歳）岩城内道川
熊　谷　大　浩さん（７８歳）岩城滝俣
三　浦　ミネヨさん（９１歳）吉沢
佐々木　ス　ギさん（８４歳）岩野目沢
伊　東　正　男さん（７２歳）東由利蔵
渡　辺　忠一郎さん（８９歳）東由利田代
佐々木　ミヨノさん（９２歳）西目町海士剥
阿　部　ミ　ツさん（８８歳）西目町西目
伊　藤　一　男さん（７０歳）西目町出戸
佐　藤　幸　三さん（６１歳）鳥海町下川内
�　橋　廣　吉さん（８３歳）鳥海町上直根
大　友　ミ　キさん（７４歳）鳥海町上笹子
小　沼　ハツミさん（８４歳）鳥海町上笹子

※掲載を希望する方は、市民生活課または各総合支
所市民課、出張所へお申し出ください。

〈５月１６日～２４日受付分〉

佐　藤　ここみちゃん（宏　幸さん）石脇
佐々木　 悠 　 希 ちゃん（悠　介さん）石脇

はる き

�　橋　 陽 　 向 ちゃん（智　樹さん）一番堰
ひ なた

佐　藤　 凛 　 奈 ちゃん（信　之さん）二番堰
る な

齋　藤　　　 叶 ちゃん（智　之さん）薬師堂
かなう

藤　原　　　 空 ちゃん（幸　毅さん）薬師堂
そら

佐々木　 那 　 奈 ちゃん（　淳　さん）松ヶ崎
な な

真　坂　 倖 　 大 ちゃん（清　志さん）矢島町城内
こう だい

真　坂　 倖 　 菜 ちゃん（清　志さん）矢島町城内
ゆき な

佐　藤　　　 蘭 ちゃん（永　士さん）矢島町立石
らん

鎌　田　 愛 　 翔 ちゃん（　篤　さん）岩城二古
まな と

佐　藤　 一 　 斗 ちゃん（　覚　さん）岩城内道川
いっ と

佐　藤　 優 　 菜 ちゃん（俊　雄さん）新上条
ゆう な

齊　藤　 明 　 星 ちゃん（　穣　さん）曲沢
あき ら

浅　井　 陽 　 瀧 ちゃん（　充　さん）東由利蔵
は る

佐々木　 日 　 和 ちゃん（行　弘さん）西目町海士剥
ひ より

佐　藤　 彩 　 加 ちゃん（　学　さん）鳥海町上川内
さい か

（　）は保護者

■写真展「冬から春に」開催

▽とき…６月２４日�～７月２日�

▽ところ…由利組合総合病院展示コーナー

▽お問い合わせ…市写真愛好会　三浦さん（�５３－
　　３５４７）
■第１１回オープントーナメント
　　　　　　北日本空手道選手権大会開催

▽とき…７月９日�　午前９時３０分開場
　　　　　　　　　　　　１０時試合開始

▽ところ…本荘体育館　※入場無料

▽お問い合わせ…国際空手道連盟全日本極真連合会
　　秋田県本部斎藤道場（�２２－４０２４）
■第３６回本荘由利小学校卓球大会開催

▽とき…７月１５日�　午前９時～開会式

▽ところ…市総合体育館

▽参加資格…小学生ならどなたでも

▽試合形式…１１点５セットマッチ

▽参加料…１人４００円（当日会場でお支払いください）
■第３２回本荘由利社会人卓球選手権大会開催

▽とき…７月１６日�　午前９時～開会式

▽ところ…市総合体育館

▽参加資格…一般社会人・学生

▽試合方法…予選リーグ、決勝トーナメント（１～３部）

▽参加料…１チーム３，０００円（当日会場で支払い）
※上記卓球大会の申し込み先…〒０１５－０８１７中町１０
�本間印刷所内　本荘由利卓球協会宛　７月１日�必着

▽お問い合わせ…篠田さん（�０９０－８６１５－４４５３）
■第１７回子吉川いかだ下り大会参加チーム募集

▽とき…７月２３日�　午前９時開会式

▽コース…宮内船場（左岸）～飛鳥大橋（左岸上流広場）

▽参加費…１人１，０００円（保険料含む）

▽申し込み・お問い合わせ…６月３０日�まで、同事務
　　局の早川さん（�２２－０７２２）

■訂正・おわび
　６月１日号広報の３１ページ市民からの伝言板「小島
彼誰（夕雨）いしぶみ探訪行」の「彼誰」の読み方は
「かわたれ」でした。訂正し、お詫びいたします。

■道の駅にしめ「こいのぼり」ご提供のお礼
　このたび、たくさんの市民の皆さまから「こいのぼ
り」を寄贈していただき、ありがとうございました。
心よりお礼申し上げます。
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顔
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
…
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
（
市

　

内
在
住
に
限
る
）

■
内
容
…
①
写
真
一
枚
②
ひ
と
こ
と
コ
メ

　

ン
ト
③
子
ど
も
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

　

生
年
月
日
・
住
所
④
○
○
さ
ん
ち
の
○

　

○
部
分
⑤
連
絡
先
電
話
番
号

■
申
し
込
み
…
郵
送
か
メ
ー
ル
で
広
報

　

広
聴
課
へ
（
あ
て
先
な
ど
は
裏
表
紙
に

　

記
載
し
て
い
ま
す
）。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
紙
面
の
都

　

合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■的中の醍醐味を体験してみませんか
『弓道体験教室参加者募集』
　日本古来の弓道に興味がある、できればやってみたい
と思っている方、一日体験教室に参加してみませんか。

▽とき…７月９日�　午前９時～正午

▽ところ…西目弓道場「無想館」

▽対象…小学５年生以上高齢者まで

▽申し込み・お問い合わせ…６月３０日�までに西目弓
　　道愛好会・宝池さん（�３３－３１６５）

■西馬音内盆踊りサークルを開催します
　多数の皆さんの参加をお待ちしています。

▽とき…６月２３日�、７月８日�、２８日�　午後６時３０分～８時

▽ところ…砂子下コミュニティーセンター（２階）

▽持ち物…浴衣　　 ▽指導…藤蔭小枝氏

▽お問い合わせ…佐藤さん（�２３－３８７９）
■矢島高等学校祭「矢高祭」のご案内
　今年、創立８０周年を迎える矢島高校では「矢っちゃ
いな祭～８０ｔｈ　ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ～」をテーマとして学校祭
を開催します。お誘い合わせの上、ご来校ください。

▽とき…６月２４日�　一般公開：午前１０時～午後２時

▽ところ…県立矢島高等学校

▽内容…演劇、クラスデコレーション、屋台、バンド
　　演奏、文化部展示、創立８０周年記念写真展、プル
　　タブ回収イベント（ご家庭で収集しているプルタ
　　ブをご持参ください。）

▽お問い合わせ…県立矢島高等学校（�５５－３０３１）
■ミセスのためのカラーレッスン教室
　インテリアに興味のある方、子育ての最中の方に
ぴったりの講座です。お気軽にご参加ください。

▽とき・内容…
　　６月２８日�　色彩と心理～色が心に与える影響～
　　７月７日�　インテリアにおけるカラーコーディ
　　　　　　　　ネートの基礎講座
　　７月１４日�　各部屋のカラーコーディネート・ワ
　　　　　　　　ンポイントアドバイス

▽時間…昼コース　午後１時３０分～３時５０分、
　　　　夜コース　午後６時３０分～８時５０分

▽ところ…アクアパル２階セミナー室

▽会費…１，５００円（１コース３回･コーヒー・ケーキ付）、
　　１講座６００円

▽講師…カラーコーディネーター渡辺公美子氏
※コースは途中で変更できます。

▽申し込み…６月２６日�まで渡辺さん（�２２－７５５７）
■子育てサロン「なかまっ子」参加者募集

▽とき…７月１日�　午前１０時～正午

▽ところ…鶴舞会館　運動室

▽内容…自由遊び、七夕の会など

▽対象…親と子、祖父母と孫などのほか、どなたでも

▽参加費…無料

▽申し込み・お問い合わせ…６月２６日�まで市社会福
　　祉協議会本荘支所（�２４－３６３４）
■本荘子育て支援センターの乳幼児救急救命講座

▽とき…７月４日�　午前１０時～１１時４０分
▽ところ…本荘由利地域職業訓練センター

▽内容…ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）、誤飲、熱傷、
　　熱性けいれんなどの乳幼児の異常な事態のときに、
　　救急車が来るまでの救急救命の技術を身につける。

▽託児…受講中、子育て支援センター“あいあい”で
　　保育士が無料で保育します。希望する方は事前に
　　ご予約ください。

▽申し込み…６月２８日�まで本荘子育て支援センター
　　“あいあい”（�２８－５５３５）

※７月１５日号掲載希望の原稿は６月３０日（金）が締め切りです。


